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今回のテーマは、動物の「新型コロナウイルス感染
症（ＣＯＶＩＤ-19）」です。原因ウイルスは「新型コロ
ナウイルス（ＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２）」と呼ばれます。ウイ
ルスは変異を遂げオミクロン株では病原性は減弱したも
のの、日本においては未だ猛威を振るっており、そろ
そろ第8波が来るのでは？と危惧されています。
はじめにお伝えしたいことは、ＣＯＶＩＤ-19が動物か

ら人へ感染したという報告は日本ではまだない、という
ことです。
政府がＣＯＶＩＤ-19に対して「社会活動を維持しウ

イルスと共存する平時への移行」を表明したことを受
けて、東京都獣医師会は本年 8月 26日に「ＣＯＶＩ
Ｄ-19は適切な環境で飼育されているペットからヒトへ
の感染の可能性は限りなく低いと考えている」とし、「Ｓ
ＡＲＳ-ＣｏＶ-２感染者が飼育している無症状のペットを

一般の方が預かる際には必ずしも隔離やシャンプーをす
る必要はなく、ペットを預かった方は、ペットの世話を
する前と後、またペットのごはんや水を入れるボウル、
おもちゃ、寝具、トイレや排泄物を扱った後は、必ず手
を洗うようにしましょう」とする指針を発表しました。
これまでに、人から動物におけるＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２の
感染は、犬、猫、虎で報告があります。また、農場の
ミンクにおいては感染が認められたばかりでなく他の人
に感染させたという報告（動物から人への最初の報告）
があります。フェレットは感染しやすいという実験報告
もあり、猫とフェレットは各々の別の個体に感染させる
可能性があるとされています。また、ゴールデンハム
スター、ある種の猿やコウモリも実験室では感染が成立
したそうです。
感染の成立と発症は違います。犬は臨床症状を示す

ことは少ないようですが、猫はくしゃみや鼻水などの呼
吸器症状が見られたとする報告もあります。日本でもＳ
ＡＲＳ-ＣｏＶ-２に感染した方の飼育するペットをお預か
りするプロジェクトでは犬２頭で感染が認められたが、
健康状態に大きな問題はなく数日で「陰性」となったと
報告されています。
繰り返しますが「ペットから人への感染は現時点では
報告されていません」。風評に惑わされることなく、安
易な飼育放棄につながらないようにすることが重要で
す。ペットにマスクをさせるのは誤飲や呼吸困難を誘発

する危険があるので推奨されません。飼い主がコロナ
ウイルスに感染した場合は、同居人と同様にペットとの
接触も避けることが望ましいと考えます。
まだまだ巷にはＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２が蔓延していると思
われます。ご自身のペットを守るためにも飼い主が適
切な予防策を引き続き講じることが大切であると思いま
す。
次号はさらに、動物の「新型コロナウイルス感染症」

（ＣＯＶＩＤ-19）」について深掘りしてみたいと思いま
す。
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〜新型コロナは動物にもうつる？
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